
M導入促進c 

日
年
度
は
沼
件
試
行

国
土
交
通
省
は
、
建
設
事
業
に
3
次
元
モ
デ
ル
技
術
を
用
い
る
C
I

M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)

で
、
日
年
度
に
先
導
的
導
入
事
業
(
仮
称
)
を
選
定
す
る
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
。
初
日
に
開
い
た
C
I
M制
度
検
討
会
で
新
た

な
方
針
を
決
定
し
た
。
本
年
度
は
、
ロ
年
度
に
詳
細
設
計
業
務
で
実
施

し
た
日
件
の
モ
デ
ル
事
業
の
中
か
ら
6
件
を
抽
出
し
、
実
際
の
工
事
に

取
り
入
れ
る
試
行
工
事
を
実
施
。
別
途
、
モ
デ
ル
事
業
以
外
で
施
工
者

の
提
案
に
よ
る
試
行
工
事
も
日
件
で
行
い
、
計
勾
件
の
成
果
を
踏
ま
え
、

C
I
M
の
本
格
導
入
に
向
け
た
段
階
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

検
討
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

試
行
期
間
(
ロ

i
U年
度
)
、

試
行
拡
大
期
間
(
お
i
日
年

度
)
、
導
入
期
間

(uim

年
度
)
と
い
う
3
段
階
の
フ

ェ
i
ズ
に
分
け
た
導
入
計
画

を
、
「
基
礎
的
試
行
」
「
利

活
用
試
行
」
「
適
用
試
行
導

入
」
と
い
う
形
に
改
め
た
。

こ
の
う
ち
、
利
活
用
試
行
で

は
、
技
術
的
に
高
度
な
維
持

管
理
で
の
C
I
M導
入
を
目

指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
選
定

を
進
め
て
い
く
。

適
用
試
行
導
入
の
段
階
で

国交省

策
定
す
る
先
導
的
導
入
事
業

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
各
地
方

整
備
局
の
担
当
者
が
導
入
の

可
否
を
決
め
る
上
で
の
判
断

材
料
と
し
て
も
ら
う
た
め
に

提
供
す
る
。

c
I
M導
入
に

優
位
適
正
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
、
大
規
模
で
現
場
が

複
雑
・
ふ
く
そ
う
す
る
よ
う

な
高
度
な
技
術
を
必
要
と
す

る
現
場
が
対
象
に
な
る
と
み

ら
れ
る
。

一一一寸

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

P之タ)

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日
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【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
13.建設通信
⑬建設工業

ロ
年
度
に
詳
細
設
計
業
務

で
実
施
し
た
モ
デ
ル
事
業
で

は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
ま
だ

発
展
途
上
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
既
存
の
基
準
類
と
整
合

さ
せ
て
い
く
な
ど
の
課
題
が

提
示
さ
れ
た
。

3
次
元
モ
デ

ル
を
扱
え
る
な
ど
制
度
導
入

に
見
合
っ
た
教
育
研
修
制
度

の
創
設
な
ど
も
必
要
に
な
る
一

と

し

て

い

る

。

一

日
年
度
は
幻
件
の
試
行
工
一

事
以
外
に
別
件
程
度
の
調
査
一

・
設
計
業
務
で
も
試
行
。
詳
一

細
設
計
だ
け
で
な
く
、
よ
り
一

上
流
段
階
の
業
務
で
導
入
効
↑

果
を
検
証
す
る
。
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